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はじめに 

 

　　平成20年４月に施行された地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定に基づき、函南

町教育委員会では、効果的な教育行政の推進に資するため、教育委員会の権限に属する事務の

管理及び執行の状況について自己点検及び評価を実施し、平成21年３月に最初の報告書をまと

めた。以来、毎年度自己点検及び評価を実施している。 

本年度は、令和６年度中の函南町教育委員会の事務の管理及び執行状況について18回目の

自己点検及び評価を実施した。 

この報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条の規定により、令和６年

度の教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況について、自己点検及び評価の結

果を報告するものである。 

 

 

令和７年11月 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　函南町教育長　久保田　浩子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

　（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第26条　教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長

に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局

職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び

評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公

表しなければならない。 

２　教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有

する者の知見の活用を図るものとする。
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第１　令和６年度函南町教育委員会の活動等における点検・評価の対象 

 

１　教育委員会の活動 

函南町教育委員会では、毎月１回の定例教育委員会を開催し、令和６年度は、年12回の定 

例会を開催した。 

　また、教育現場の現状把握や教育行政施策に資することを目的に、各小中学校、幼稚園

及び生涯学習関係の施設訪問を実施するとともに、函南町教育委員会主催のはたちの集い

をはじめ、小中学校、園の卒業式、入学式や教育講演会など各種行事に出席した。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴い、年２回

の総合教育会議を開催した。 

 

２　教育委員会が管理・執行する事務 

教育委員会が管理執行する事務は、昭和31年函南町教育委員会規則第２号「教育長に対す 

る事務委任規則」第１条に規定されている以下に示す17項目である。 

　　　⑴　学校教育又は社会教育に関する一般方針を定めること。 

⑵　学校・公民館・文化センター及び図書館の設置及び廃止を決定すること。 

⑶　１件80万円を超える教育財産の取得を申出ること。 

⑷　県費負担教職員の懲戒及び県費負担教員たる校長の任免その他の進退について内申 

すること。 

⑸　県費負担教職員の服務の監督の一般方針を決めること。 

⑹　前２号に定めるもののほか人事の一般方針を定め及び懲戒を行うこと。 

⑺　県費負担教員以外の校長及び図書館長の任免を行うこと。 

⑻　教育委員会事務局及び教育機関の職員の任免を行うこと。 

⑼　学校・公民館・文化センター及び図書館の敷地を選定すること。 

⑽　１件130万円以上の工事の計画を策定すること。 

⑾　教育委員会規則の制定又は改廃を行うこと。 

⑿　教育予算その他議会の議決を経るべき議案について意見を申出ること。 

⒀　法令及び条例に定めのある附属機関等の委員の任命又は委嘱及び解任又は解職を行 

うこと。 

⒁　校長・教員その他の教育関係職員の研修の一般方針を定めること。 

⒂　学齢児童生徒の就学すべき学校の区域を設定し又はこれを変更すること。 

⒃　教科用図書の採択に関すること。 

⒄　文化財の指定及び解除に関すること。 

 

３　教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務 

函南町総合教育会議において策定された「教育大綱」に基づき、「令和５年度教育要覧」

に示した函南町の教育行政の方針は以下のとおりである。この方針をもとに計画した令和

５年度教育推進の重点である幼児教育の充実、学校教育の充実及び社会教育の充実に基づ

き各種事業及び事務を実施した。なお、令和５年度教育推進の重点は、第２函南町教育委

員会の自己点検・評価シートにおいて示すものとする。 

 

　　【教育行政の方針】 

⑴　知性を高め、新しい時代に対応した教育の推進 
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ア　「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善・教育課程の促進をします。 
(ｱ) 各学校においての自校研修を充実させるため、研修補助として田方教員研修協議会 

を活用し講師派遣を依頼するなど外部の指導も求め推進を図ります。 
(ｲ) ＯＪＴを中心とした日常的な研修を深め、ＩＣＴ機器を活用したＧＩＧＡスクー

ル構想の実現に向けた授業改善を推進します。 
(ｳ) 県教育委員会指導主事訪問の機会を利用し、町教育委員会としても指導に加わり 

日々の授業改善につなげます。 
(ｴ) 教育課程の編成にあたっては、町としての教育推進計画を示し各学校の共通項目も 

設置します。（函南スタンダード・読書推進計画等） 
イ　町教委主催研修により学校力、指導力向上のための支援をします。 
ウ　特別支援教育充実のため、対象者の早期発見に努め、保、幼、こ、小、中と継続 

した支援を行います。 

⑵　地域社会を支える人材育成の推進 

ア　地域の教育資源を活用し、地域学習や地域貢献活動を取り入れ、郷土愛を育む教育活 
動を推進し、地域社会を支える人材育成に努めます。 

イ　学校・地域・企業等が連携し、職場体験等の活動を通してキャリア教育を進め、児童 
生徒一人一人に望ましい勤労観、職業観を育成します。また、中高連携により確かな進 
路指導に取り組みます。 

⑶　学びを支える魅力ある学校づくりの推進 

　　ア　全ての小中学校をコミュニティ・スクールに指定し、学校運営協議会制度により地 
域と共にある学校づくりを推進します。 

　　　イ　丹那小学校「小規模特認校制度」の実現に向けて、小規模の魅力化を図るとともに地

域に根ざした学校づくりを推進します。 
ウ　校務支援システム、タイムカード、留守番電話、スクールサポートスタッフ等の導入 

により、教職員の業務改善を図り、長時間勤務の解消を行います。 
エ　教職員の地域間交流、校種間交流、企業交流などの推進を図り、教員の資質能力向上 

につなげます。 
オ　心身ともに健康で「頼もしい教職員」の育成を図り、不祥事根絶に努め、共生社会を 

支える人権尊重の教育と啓発に取り組みます。 
カ　若手教職員の育成と管理職候補育成を課題とした人材育成研修を、田方研修協議会と 

共に推進します。 
キ　女性教職員の計画的な研修・育成を行い、女性管理職を輩出することにより、女性 
　の視点を活かした学校の魅力化を推進します。 
ク　町幼児教育センターの指導、支援により、幼児教育と学校教育の連続性を図ります。 
ケ　特別支援教育の充実のため、各学校での通級指導教室、特別支援学級の運営を支援し、 

支援員等を含め専門性を高める研修を行います。 
 
⑷　未来を拓く多様な人材を育む教育 

　　ア　ＩＣＴ機器を活用し、企業や社会の教育力を学校に取り入れることや、海外との異 
文化交流の推進を図り、グローバルな人材の育成を推進します。 

イ　ＡＬＴの派遣により、幼児教育から学校教育まで一貫した異文化交流、外国語活動の 
推進をします。 

　⑸　社会総がかりで取り組む教育の実現 

ア　「函南町地域学校協働本部」に集約される地域の人材を、園や学校で活用できる体制 

づくりを推進します。 

イ　園・学校における教育推進の重点に「交流」の視点を位置付け、「多様な学び」や「体 

験活動」の充実と活性化を図ります。 

ウ　各区等での地域活動に児童生徒を積極的に参加させ、幅広い交流活動を通して、互 
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　いの理解と信頼を深め合い、成長できる教育風土を醸成します。 

エ　学校・家庭教育支援のため「函南町教育支援センター」の機能の充実を図り、関係機 

関や役場関係各課との連携を推進します。 

オ　生涯にわたり学び続ける環境整備として、町立図書館、文化センターの活用促進と主 

催事業の充実を目指します。 
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自己点検・評価の考え方

　≪マトリクス表の見方≫
　（実現度）　　　　　　　　（重要度）
　Ａ　…　概ね達成　　　　　Ａ　…　非常に重要
　Ｂ　…　もう少しで達成　　Ｂ　…　重要
　Ｃ　…　普通　　　　　　  Ｃ　…　普通

大項目１　教育委員会の活動

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

第２　函南町教育委員会の自己点検・評価シート

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条の規定により、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況について自己点
検・評価を行う。点検・評価シートでは、教育委員会の責任体制を明確化するため、「教育委員会の活動」、「教育委員会が管理・執
行する事務」、「教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務」に分けた。「教育委員会の活動」では教育委員会会議に係る事項
や教育委員研修などの教育委員自身が行っている活動についての点検・評価を行う。「教育委員会が管理・執行する事務」について
は、函南町教育委員会規則に則り、教育委員会の責任により実行すべき事項について自ら点検を行う。
「教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務」については、『令和６年度教育要覧』に示されている教育行政の方針に基づく、
教育推進の重点について点検・評価を行う。

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

中項目 小項目 マトリクス表 点検・評価

①教育委員会会議の開催回数

実
現
度
←

　教育委員会の中枢となる会議であるため重要度はＡとした。
　実現度については、開催数と議事内容を指標とした。開催数では、定例教育委
員会を毎月開催し、各議題について協議した。
　迅速な処理が必要な議案については、臨時会を開催し対応することとしている
が、定例会で必要な回数を満たしたと判断し、実現度はＡとした。

②教育委員会会議の運営上の工夫

実
現
度
←

　会議運営上の工夫は、効率且つ効果的な審議等に繋がるため、重要度はＡとし
た。
　会議だけではなく、会議後に行う教育長との意見交換及び勉強会を開催し、教
育現場の実態把握に努め、委員としての見識を高める活動を行った。また、アフ
ターコロナの環境下にある教育現場を把握するため、学校等教育施設訪問を実施
し、町内の小中学校と、教育文化施設の視察を４回に分けて実施した。新型コロ
ナウイルス感染症の流行により自粛していた幼稚園・保育園・こども園の訪問を
全園再開したことから、実現度をＡとした。

①教育委員会会議の傍聴者の状況

実
現
度
←

　教育委員会の活動を公開していくことは開かれた教育行政の観点から重要であ
るため、重要度はＡとした。
　令和６年度の傍聴者は４名（令和５年度６名）であった。会議開催日や傍聴方
法を町ホームページ上で公開し、広報かんなみ11月号に傍聴が出来る旨を掲載す
るなど、委員会会議公開の周知に努めたことから実現度はＡとした。

②議事録の公開、広報・公聴活動の状
況

実
現
度
←

　議事録の公開は、会議の公開に付随する事項であるので、重要度はＡとした。
　議事録は傍聴できない方にも会議内容が確認できるよう、会議資料と合わせて
町ホームページ上で速やかに公開していることから実現度はＡとした。

（3）教育委員会と事務局との連携 ①教育委員会と事務局との連携

実
現
度
←

　教育行政を進めるうえで、教育委員会と事務局との連携は非常に重要であるた
め、重要度はＡとした。
　教育委員会は、事務局の連携により重要な課題や教育現場の状況を共有し、教
育行政の中立性の確保、また教育行政と一般行政の調和を図りながら教育委員会
の意思決定を行っている。その意思決定に基づき事務局が適正に具体の事務を進
めていることから実現度はＡとした。

（１）教育委員会の会議の運営改善

（２）教育委員会の会議の公開、
      保護者や地域住民への情報発信
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大項目１　教育委員会の活動
中項目 小項目 マトリクス表 点検・評価

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ

Ｂ ★

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

（４）教育委員会と首長の連携
①教育委員会と首長との意見交換会の
実施

実
現
度
←

　町の実情に応じた教育行政の執行にあたり、町長・町長部局との連携は欠かせ
ないものであるため、重要度はＡとした。
　地方教育行政の組織及び運営に関する法律により総合教育会議の開催が義務付
けられている。令和６年度は２回開催し、町の教育の方向性に関わる事項につい
て積極的な議論、協議を行ったことから実現度はＡとした。

（５）教育委員の自己研鑽 ①研修会への参加状況

実
現
度
←

　教育委員自身が教育委員会の役割や教育をめぐる動向について理解を深めるこ
との意義は大きく重要度はＡとした。
　実現度は、研修の参加回数を指標とした。毎年参集開催される県教育委員会主
催の研修会に３名の委員が参加した。また、田方地区２市１町教育委員意見交換
会が再開し、意見交換や委員同士の懇親を図ることができた。教育委員会定例会
時に教育長を中心とした自主的な意見交換や研修も実施しており、実現度はＡと
した。

①学校訪問

実
現
度
←

　教育の中心である児童・生徒たちが学ぶ学校・園への訪問は、教育現場を把握
する上で必要不可欠であり重要度はＡとした。
　実現度は訪問数を指標とした。令和６年度は教育委員会開催日に合わせ、各校
を訪問して、教育現場の状況把握をするとともに校長との意見交換、授業参観、
施設整備の状況確認、給食の試食を行った。園についてはこれまでも抽出訪問で
あったが新型コロナウイルスの再流行により令和５年度は訪問を自粛した。令和
６年度は保育園を含む７園全園を訪問したことから実現度はＡとした。

②所管施設の訪問

実
現
度
←

　所管施設への訪問は、それぞれの活動拠点としての重要な役割を担っており、
委員の視察は、各種施策の推進に関わるため、学校訪問同様に重要度はＡとし
た。
　教育委員会開催日に合わせ、アフターコロナにおける施設の利用状況、施設環
境の把握を行った。令和６年度は訪問先を抜粋し、大きな工事を実施する文化セ
ンターと西部コミュニティの視察のみを実施したことから実現度はＢとした。

（６）学校及び教育施設に対する
　　　支援・条件整備
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第２　函南町教育委員会の自己点検・評価シート

自己点検・評価の考え方

　≪マトリクス表の見方≫
　（実現度）　　　　　　　　（重要度）
　Ａ　…　概ね達成　　　　　Ａ　…　非常に重要
　Ｂ　…　もう少しで達成　　Ｂ　…　重要
　Ｃ　…　普通　　　　　　  Ｃ　…　普通

大項目　２　教育委員会が管理・執行する事務

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条の規定により、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況につ
いて自己点検・評価を行う。点検・評価シートでは、教育委員会の責任体制を明確化するため、「教育委員会の活動」、
「教育委員会が管理・執行する事務」、「教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務」に分けた。「教育委員会の活
動」では教育委員会会議に係る事項や教育委員研修などの教育委員自身が行っている活動についての点検・評価を行う。
「教育委員会が管理・執行する事務」については、函南町教育委員会規則に則り、教育委員会の責任により実行すべき事項
について自ら点検を行う。
「教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務」については、『令和６年度教育要覧』に示されている教育行政の方針
に基づく、教育推進の重点について点検・評価を行う。

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

中項目 マトリクス表 点検・評価

（１）学校教育又は社会教育に関する一般方針を定めること

実
現
度
←

　教育に関する方針は、各種教育施策の根幹に関わるため、重要度はＡとした。
　「第六次函南町総合計画」に基づき「函南町教育大綱」について見直しを行い、令
和４年度第２回総合教育会議において改定が承認され、基本目標を「生涯にわたる学
びを支える教育・文化づくり」と定めた。また、３つの基本構想を立て、教育要覧に
示す教育行政の方針を定めているため、実現度はＡとした。

（２）学校・公民館・文化センター及び図書館の設置及び廃止を
　　　決定すること

実
現
度
←

　令和６年度は、設置及び廃止の決定を行っていない。

（３）１件80万円を超える教育財産の取得を申し出ること

実
現
度
←

　教育現場における管理及び教育振興等備品は、費用対効果を含め教育委員会が把握
しておく必要があるため、重要度はＡとした。
　令和６年度における左記に該当する備品はなかったが、当初予算、補正予算ともに
その内容について教育委員会で承認を得た予算要求の範囲内で購入し適切に活用して
いるため、実現度はＡとした。

（４）県費負担教職員の懲戒及び県費負担教員たる校長の任免そ
　　　の他の進退について内申すること

実
現
度
←

　県費負担教職員の人事異動の内申については、教育現場の円滑な運営を行うため
に、過不足が生じないことや適材適所となるよう、バランスの良い人材配置が求めら
れることから重要度はＡとした。
　人事異動の内申については、２月定例教育委員会で審議したため、実現度はＡとし
た。

（５）県費負担教職員の服務の監督の一般方針を定めること

実
現
度
←

　教職員の不祥事については、世間の注目度も高く、重要度はＡとした。
　教職員へ服務については、教育委員会を通じて適宜各学校長から指導を行ってい
る。令和６年度中に不祥事は発生しておらず、管理監督ができていることから実現度
はＡとした。
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大項目　２　教育委員会が管理・執行する事務
中項目 マトリクス表 点検・評価

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

（６）（4)、(5)のほか人事の一般方針を定め及び懲戒を行うこと

実
現
度
←

　毎年、多くのベテラン教員が退職し、中堅層職員が減少している中で、教育現場を
支える各校の指導力確保や教員の育成体制確立は当面の課題であり、こうした課題に
応じた教育委員会の町の会計年度任用職員を含めた人事配置（方針）への関与は、町
の教育行政の根幹に関わるため、重要度はＡとした。
　県費負担教職員人事以外に関しては、２月の定例教育委員会で人件費予算を、また
３月の定例教育委員会で異動について審議した。また、職員の懲戒処分等は発生して
おらず、管理監督ができていることから実現度はＡとした。

（７）県費負担教員以外の校長及び図書館長の任免を行うこと

実
現
度
←

３月の定例教育委員会で人事異動について承認したのち、令和７年度の新たな図書館
長の任命行為を行ったため、重要度、実現度ともにＡとした。

（８）教育委員会事務局及び教育機関の職員の任免を行うこと

実
現
度
←

　令和７年度の新たな事務局及び教育機関職員の任免について、３月の定例教育委員
会で承認した。県費負担教職員同様の考えに基づき、重要度、実現度ともにＡとし
た。

（９）学校・公民館・文化センター及び図書館の敷地を選定する
　　　こと

実
現
度
←

　所管施設への訪問は、それぞれの活動拠点としての重要な役割を担っており、委員
の視察は、各種施策の推進に関わるため、学校訪問同様に重要度はＡとした。
　教育委員会開催日に合わせ、施設の利用状況、施設環境の把握を行った。令和６年
度は訪問先を抜粋し、大きな工事を実施する文化センターと西部コミュニティの視察
のみを実施したことから実現度はＢとした。

（10）１件130万円以上の工事の計画を策定すること

実
現
度
←

　工事の必要性及び費用対効果など、教育委員会が理解しておくべき事項として、重
要度はＡとした。
　安心、安全、快適な施設の利用環境を提供するため、必要な工事について、前年度
２月の定例教育委員会の予算要求の説明の中で行っている。また、補正予算対応が必
要となった工事についても、直近の定例教育員会で審議のうえ実施しているため、実
現度はＡとした。

（11）教育委員会規則の制定又は改廃を行うこと

実
現
度
←

　規則等の例規については、法律の新設及び改正などに伴い適宜制定や改廃を行った
上で、各種事務事業を進める必要があるため、重要度はＡとした。
　令和６年度は、新規制定及び廃止はなく、改正３件について、定例教育委員会で審
議、承認した実績から実現度はＡとした。
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大項目　２　教育委員会が管理・執行する事務
中項目 マトリクス表 点検・評価

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

（12）教育予算その他議会の議決を経るべき議案について意見を
　　　申出ること

実
現
度
←

　教育目標に基づく各種施策の実施にあたり、教育予算を充実させることは教育委員
会の使命であり、重要度はＡとした。
　令和６年度第２号補正予算、令和５年度決算報告・令和６年度第３号補正予算、 
令和６年度第５号補正予算、令和７年度当初予算・令和６年度第６号補正予算を定例
教育委員会で審議のうえ町議会に予算案を提出した。教育支援体制整備事業費交付金
を活用するなど町の財政負担の軽減に努めた予算措置を実施した実績から実現度はＡ
とした。

（13）法令及び条例に定めのある附属機関等の委員の任命又は委
　　　嘱及び解任又は解職を行うこと

実
現
度
←

　町の重要な教育課題等に対処するため、専門的な知識や知見を有する人物による審
議や意見聴取を行ってもらう必要性から、重要度はＡとした。
　令和６年度は、函南町いじめ問題対策専門委員や函南町図書館協議会委員を含む16
団体の新規や再任にかかる委員等の委嘱を行っており、実現度はＡとした。

（14）校長、教員その他の教育関係職員の研修の一般方針を定め
　　　ること

実
現
度
←

　教育目標を達成するためには、教職員の資質向上は不可欠であり、研修にかかる一
般方針の重要性を鑑み、重要度はＡとした。
　令和６年度は教育大綱の基本構想である「乳幼児教育・子育て支援」「学校教育」
「社会教育」の充実を目指し、教育推進の重点を「豊かな感性と「生きる力」をもつ
子どもの育成」と定め、実践していることから実現度はＡとした。

（15）学齢児童生徒の就学すべき学校の区域を設定し、又はこれ
　　　を変更すること

実
現
度
←

　令和６年度は、区域の設定、変更は行っていない。

（16）教科用図書の採択に関すること

実
現
度
←

　公立小中学校における教科用図書の採択は、学校を設置する教育委員会において行
うことが定められており、学習の根幹となる教科用図書の選定は慎重に行う必要があ
るため、重要度はＡとした。
　田方地区教科用図書採択連絡協議会がまとめた、令和７年度から10年度使用の中学
校教科用図書の採択案について審議を行ったことから実現度はＡとした。

（17）文化財の指定及び解除に関すること

実
現
度
←

　令和６年度は、文化財の指定及び解除は行っていない。
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第２　函南町教育委員会の自己点検・評価シート 幅962

自己点検・評価の考え方

　≪マトリクス表の見方≫
　（実現度）　　　　　　　　（重要度）
　Ａ　…　概ね達成　　　　　Ａ　…　非常に重要
　Ｂ　…　もう少しで達成　　Ｂ　…　重要
　Ｃ　…　普通　　　　　　  Ｃ　…　普通

大項目　３　教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ

Ｂ ★

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ

Ｂ ★

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ

Ｂ ★

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条の規定により、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況について自己点検・
評価を行う。点検・評価シートでは、教育委員会の責任体制を明確化するため、「教育委員会の活動」、「教育委員会が管理・執行する事
務」、「教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務」に分けた。「教育委員会の活動」では教育委員会会議に係る事項や教育委員研
修などの教育委員自身が行っている活動についての点検・評価を行う。「教育委員会が管理・執行する事務」については、函南町教育委員
会規則に則り、教育委員会の責任により実行すべき事項について自ら点検を行う。
「教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務」については、『令和６年度教育要覧』に示されている教育行政の方針に基づく、教育
推進の重点について点検・評価を行う。

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

中項目 小項目 細項目 マトリクス表 点検・評価

(ｱ) 教育・保育の質の向上
　遊びを通した総合的な指導により「知識
及び技能の基礎」、「思考力、判断力、表
現力等の基礎」、「学びに向かう力・人間
性等」を育むため、保育者の研修事業見直
し、充実を行う。

　幼児教育センター指導の下、定期的な園内研修等を通
して保育者が参画する研修体制を構築するとともに、学
び続ける保育者の育成を行う。
・外部講師等の招聘研修の実施。
・幼児教育アドバイザーによる巡回訪問による指導。
・新任園長、初任者、研修主任等階層別研修の実施。

実
現
度
←

　保育者は、研修等により常に資質向上を追求することが第一義となるため、重
要度はＡとした。
　幼児教育専門研修会及び保育者の経験年数に応じた研修（階層別研修）を積極
的に実施した。幼児教育アドバイザー訪問は、園からの訪問要請を含め延べ70回
行うとともに、個別面談において指導助言を行った。また、保育者の階層別研修
や連絡会を49回開催し、特別支援に係る園訪問を82回行うなど、教育力、保育力
の向上に努めたことから実現度はＡとした。

実
現
度
←

(ｳ) 特別支援教育の推進
　特別に配慮を要する子供の個別の指導計
画・教育支援計画を作成・活用し、支援体
制の充実を図る。

　巡回訪問等により特別に配慮を要する子供を早期発見
し、子供・保護者に寄り添い、園での生活や就学につい
ての対話を行う。特別支援コーディネーターや支援員等
の研修を活用し、子供が園での活動に参加しやすくなる
体制を築く。

実
現
度
←

　特別支援教育は、子供の発達、育ちと学びに関わることであるため、重要度は
Ａとした。
　幼児教育センターによる特別支援教育に関する園への巡回訪問を82回、その他
に就園会議、ことばの教室（利用者数70名）、保護者面談を実施し、早期発見・
保護者への啓発に取り組んだ。医療、療育施設への通所により集団への適応な
ど、対象児にとってより快適な生活環境になっている。また、在籍学級の担任に
は、子育て相談員が個別に助言したり、療育施設の指導員からの助言をいただく
などして対応した。しかし、支援対象児童の増加等によりすべての子供へ細やか
な対応ができていないことから実現度はＢとした。

実
現
度
←

⑴
幼
児
教
育
の
充
実

(ｲ) 小学校・中学校教育との円滑な
　　接続
　子供の小学校・中学校入学に伴う不安解
消及び発達段階に合わせた教育を円滑に小
学校の教育につなぐため、接続期カリキュ
ラムの活用、保幼小中連絡会等により園校
間の連携接続を推進する。

　入学に伴う不安解消や発達段階に合わせた学びを推進
するため、接続期カリキュラムとして園から小学校につ
なぐ「アプローチ・カリキュラム」、小・中学校入学時
の「スタート・カリキュラム」を活用し、切れ目のない
継続的なフォローと教育環境を整える。
・函南町乳幼児教育カリキュラムの活用
・「ｱﾌﾟﾛｰﾁ・ｶﾘｷｭﾗﾑ」「ｽﾀｰﾄ・ｶﾘｷｭﾗﾑ」の実施

　接続期カリキュラム（園のアプローチ・カリキュラム、小学校のスタート・カ
リキュラム）は、保育所指針及び学習指導要領等に記され、幼稚園、保育園、こ
ども園、小学校、中学校に共通する課題であり、子供の育ちと学びを就学前教育
から義務教育、中等教育につなぐ目的から、重要度はＡとした。
　接続期カリキュラムについて、共通理解、実践が図られるよう、園長・校長
会、主幹・教務主任研修会、保幼小連絡会等で、より効果的な活用や一体的な接
続について周知を行った。また令和４年度に作成した「かんなみ乳幼児カリキュ
ラム」から中学校まで継続した支援を行うため、各種町内研修において架け橋期
の重要性についての理解を深め令和６年度に「架け橋期プログラム」を作成し
た。まだ、研究段階であることから実現度はＢとした。　

(ｴ) 働き方改革の推進
　保育者の勤務実態を調査し、業務改善を
推進する。

　業務改善のため、文書作成範囲を見直し、法・規則等
に沿った文書事務の取扱いを行う。また、保育者の勤務
実態を把握するとともに業務の効率化やデジタル化を図
り、時間外勤務の軽減に努める。

　文書量の減、文書作成時間の短縮など、業務の適正化が不可欠な状態であるた
め、重要度はＡとした。
　業務改善に係る面談、アンケート結果により、持ち帰り仕事の質量を把握し、
書類の簡素化やデジタル化の推進に努めた。しかしながら、週日案、個人記録、
教室掲示、行事準備など、保育者に必須の業務も多く、勤務時間中も子供に向き
合う時間の他、保護者対応、清掃、預かり保育によるシフトがあり、事務処理業
務の軽減は思うように進んでいない。
　保育者が保育業務に専念できるよう、園に用務員や事務補助員を配置したが、
業務量の削減及び慢性的な人員不足は解消されなかった。未だ改善の余地がある
ことから、実現度はＢとした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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大項目　３　教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務
中項目 小項目 細項目 マトリクス表 点検・評価

Ａ

Ｂ ★

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ

Ｂ ★

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ

Ｂ ★

Ｃ

Ｃ Ｂ

Ａ

Ｂ ★

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ

Ｂ ★

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

実
現
度
←

実
現
度
←

実
現
度
←

実
現
度
←

実
現
度
←

⑵
学
校
教
育
の
充
実

(ｱ) 「豊かな感性」「確かな学力」 
　　「健やかな心身」の育成
　「教育活動の中心は授業」を学校経営の
方針の中心に据え、子供たち一人一人の力
を引き出し､伸ばすため授業改善を推進す
る。

ａ　子供自らが本を手にする読書活動を推進
　町立図書館の積極的活用と園・学校との連携を図ると
ともに、「第四次函南町子どもの読書活動推進計画」に
沿った事業を充実させ「読書のまち・かんなみ」を目指
す。小中学校の図書館司書、図書ボランティア、読み聞
かせボランティアが協力し、学校の読書環境整備や読書
活動の推進を図る。
・函南町版読書記録ノートの活用推進
・町立図書館と連携した読書活動の推進

　「読書のまち・かんなみ宣言」に基づく活動として重要度はＡとした。
　学校司書と連携協力し、ＩＣＴを活用した読書記録ノートの今後の活用方法に
ついて研究を進めた。各校の実情に合わせ、１人１台端末と紙の記録用紙を併用
し、読書記録ノートの活用を推進することができた。
　また、幼稚園・こども園、保育園、留守家庭児童保育所、小・中学校、チャレ
ンジ教室へ、図書館から本を選書し貸し出す「テーマ貸出」事業を継続し、子供
の読書活動推進を図った。なお、子育て交流センターへのテーマ貸出も新たに開
始した。
　一方、読書に関する意欲化や読書量については依然、課題があることから実現
度はＢとした。

ｂ　教師は、子供に授業で身に付けさせたい資質・能
　力を押さえた授業を実践
　全国学力・学習状況調査の分析結果を踏まえ、子供に
「めあて」をもたせる。
・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業の研究
・少人数指導、習熟度別学習の推進
　（「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な
 充実）
・基礎学力定着への学習支援及び補充学習
・「家庭学習ノート」による家庭学習の推進

　学力向上や授業改善は、教育活動の最も重要な根幹となるものであるため、重
要度はＡとした。
　ＧＩＧＡスクール構想により、令和３年度より１人１台端末と高速インター
ネット環境を整備し、新たな環境を活かした学校運営を推進している。各学校の
実情に応じて、授業内外を問わず校内でのICT活用が進んでいる。
　主体的、対話的で深い学びの実現に向けた授業改善、並びに家庭学習について
は、より一層の充実が求められることから実現度はＢとした。

ｃ　子供が外国語活動を通して、積極的にコミュニ
　ケーションを図ろうとする姿勢を育成
　小学校学習指導要領により３年生から外国語の授業が
スタートすることにより、外国語指導助手ＡＬＴを小学
校４名、中学校に２名配置し、教員研修を計画的に行
う。
・ＡＬＴの活用により英語のコミュニケーション力向上

　第六次函南町総合計画で重点施策に挙げている項目であり、町として先進的・
継続的に取り組んでいる事業であるため、重要度はＡとした。
　小学校では、３年生から６年生まですべての授業にＡＬＴを配置する環境が
整った。間違いを恐れず、積極的に英語を話そうとするコミュニケーション能力
の育成が進んでいる。また、中学校では、小学校で外国語活動及び外国語の授業
を受けてきたことを踏まえた授業改善が求められており、ＡＬＴ集中配置を活か
したパフォーマンステストも実施できたが、日常的なＡＬＴを活用した授業の改
善に加え、ＡＬＴの効果的な活用を推進していく必要があることから実現度はＢ
とした。

ｄ　心と体を一体ととらえ、運動や食育指導を通して
　「健やかな心身」を育む。
・業間運動、昼休み等の外遊びの奨励
・「函南町部活動ガイドライン」に基づいた適切な部活
　動の実施
・「食」に関する教育を教育活動全体の中で計画的に
　実施
・栄養教諭、栄養士による食育講座を含む食育推進活動
・一人一スポーツ（運動）を楽しむ活動の普及

　健やかな心身を育むため、運動は体力の基礎を培うとともに、公正さと規律を
尊ぶ態度や克己心を培い、食育は食べ物や食事に関する知識を学び、子供たちが
一生を通じて健康的な食生活を送れるようにするために必須であり、重要度はＡ
とした。
　新型コロナウイルス感染症による運動活動の活動制限はなくなったものの、酷
暑による活動制限は児童生徒の心身の成長への影響が危惧される。部活動につい
ては平日の終了時刻が定められたことで放課後にゆとりが生まれ、塾に行く前の
夕食時間が確保された。
　農業体験や調理体験、食育月間を通し、農や食への理解を深めることができた
が、今後も実施方法等を工夫し推進する必要ががあることから、実現度はＢとし
た。

ｅ　防災教育、安全教育の充実
・子供自らが判断し、危険回避能力を身に付けるための
　防災教育、安全教育の実施
・交通安全教室、不審者対応教室など、関係機関と連携
　した安全教育活動
・職員向け救急救命講習、不審者対応訓練等の実施
・防災マニュアル、危機管理マニュアルの見直しと確認
・児童生徒向け救急救命講習、不審者対応訓練の実施
・引き渡し訓練の実施と備蓄品の確認　　

　いつ起こるか分からない災害について理解を深め、自らの安全を確保する適切
な行動選択をとることは大変重要であり、重要度はＡとした。
　学校や家庭、地域が協力して地域の安全を支えることができるよう、方法を模
索しながら、学校や地区の防災訓練、防災キャンプ等を実施し、感染症対策を踏
まえた自助、共助を学ぶことができた。しかしながら、救急救命講習や不審者対
応訓練など多種多様な訓練を、まんべんなく継続的に実施する必要があることか
ら実現度はＢとした。
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大項目　３　教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務
中項目 小項目 細項目 マトリクス表 点検・評価

Ａ

Ｂ ★

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ

Ｂ ★

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

→重要度

→重要度

→重要度

実
現
度
←

実
現
度
←

実
現
度
←

⑵
学
校
教
育
の
充
実

(ｱ) 「豊かな感性」「確かな学力」 
　　「健やかな心身」の育成
　「教育活動の中心は授業」を学校経営の
方針の中心に据え、子供たち一人一人の力
を引き出し､伸ばすため授業改善を推進す
る。

ｆ  道徳的実践力を高める道徳教育の推進
・全教育活動の中で、道徳性を養い、基本的な生活習慣
　の定着や規範意識を高める「道徳教育」を推進
・「考え、議論する」特別な教科「道徳」を目指し、指
　導研修を深める
・日々の観察とともに学級内人間関係調査「Q-Uテスト」
　等の結果を活用し、子供の心の状態を分析することで
　集団の状況を把握し、親和的集団づくりに努める
・学級内人間関係調査の実施と親和的学級集団の育成
　（個別支援と人間関係の改善）
・「考え、議論する道徳の授業」づくりの推進

　健やかに生きるための基盤となる道徳性を育むために、様々な課題に対して
「自分ごと」として考え、議論することは大変重要であり、重要度はＡとした。
　特別な教科「道徳」に関わらず、日々の関わりや子供の様子や、学級内人間関
係調査「Q-Uテスト」のデータを可視化し活用しながら、適切な支援を丁寧に行
い、集団において子供たちが安心できる「居場所づくり」に努めた。
　特別な教科「道徳」において、「考え、議論する道徳」への授業改善が道半ば
であることから実現度はＢとした。

ｇ  子供の教育的ニーズを把握し特別支援教育を推進
　特別な配慮を必要とする子供の個別の指導計画・教育
支援計画を作成し、子供を支援するとともに、適切に学
校支援員を配置する。
　①園・学校との連携による障がいのある子の早期発見
　　・各小学校、幼稚園での「ことばの教室」を言語聴覚
　　　士２名で対応。
　　・小学校、中学校で巡回相談の実施。学校教育課指導
　　　主事及び教育支援センター教育相談員が特別支援教
　　　育の視点で訪問、実施。
　②保護者への教育相談の実施と支援
　　　教育支援センターで、学校における不登校や生徒指
　　導上の問題、発達障がいを抱える子供への支援と保護
　　者及び教職員の教育に関する相談と支援を行う。
　③関係機関と連携した対応
　　　必要に応じてケース会議を実施し、保健、福祉、医
　　療等の関係機関との連携により総合的な教育支援を実
　　施。
　④適切な就学支援の実施
　　・発達障がいの子供たちの教育的ニーズに対応するた
　　　め「特別支援通級指導教室」を函南小学校、東小学
　　　校、西小学校で開設。他の各小学校はサテライト方
　　　式で対応。
　　・小学校での支援の効果を引き続き高めるため、中学
　　　校２校に「通級指導教室」を設置。
　　・不登校状態にある子供に「心の居場所」を保障しな
　　　がら､ゆるやかな指導により学校復帰や社会的自立
　　　をする態度を育むため、適応指導教室「チャレンジ
　　　教室」を設置し、指導員を配置する。
　　・中学校に校内適応教室「ステップ・ルーム」を設置
　　　し、支援員の配置とSSWの巡回を行う。

　特別な支援の必要な児童生徒に対する早期支援の開始や、必要なニーズに応じ
た学習場所の提供により、安心して学校生活を送ることができる環境を整備して
いくことの重要性から、重要度はＡとした。
　特別な配慮や支援の必要な児童生徒には、個別の教育支援計画や個別の指導計
画を作成し、保護者と学校、教育支援センターを含む教育委員会、そして外部の
専門機関等が連携し、特別支援教育を推進している。
　就学時には、子育て支援課心理士と連携し、園訪問や保護者面談を実施し、丁
寧な就学支援を実施している。入学後は、定期的な特別支援校内委員会、就学支
援委員会により、支援の必要な児童生徒について話し合いを持っている。また、
教育支援センターによる学校訪問により、専門的な視点から支援の必要性を検討
している。
　不登校児童生徒の「心の居場所」として、チャレンジ教室が重要な役割を果た
している。チャレンジ教室に通うことが困難な子供に対しても、子供の状況を考
慮しながら関わりを絶やさないよう努めた。
　中学校２校に令和５年度より設置した校内適応教室「ステップ・ルーム」は、
不登校気味の生徒の学校での居場所となっており十分に機能している。令和６年
度に新たに東小に設置し、多様化する児童生徒のニーズに対応した学習環境の整
備を進めた。
　特別支援学級、通級指導教室の対象児童生徒の審議を適切に行い、必要に応じ
て個に応じた学びの場の拡充に努め、子供のニーズに合った指導を実践すること
ができた。
　以上のことから、実現度はＡとした。

ｈ  いじめ防止への対応
　いじめは「どの子にも、どこでも起こりうる」とい　
う意識を持ち、「函南町いじめ防止基本方針」、いじめ
防止のための各組織設置条例、要綱に従い組織的に対応
する。　　
　いじめの未然防止を目標に、早期発見、早期解決に取
り組む。
・組織的な校内いじめ防止対策会議の実施
・定期的ないじめアンケート調査の実施
・SNSを利用した見えないいじめの実態把握と予防指導
・発達支持的生徒指導を中心にした「いじめ未然防止」の
　取組推進
・いじめ防止推進法に基づく付属機関の運用

　いじめ防止への対応として、いじめの未然防止はもちろん、早期発見、早期解
決の重要度は、言うまでもなくＡである。
　いじめの定義をはじめ、いじめを認知してからの初動やチーム学校としての体
制づくりの重要性を年度当初に函南町いじめ防止等生徒指導連絡協議会で確認
し、教育委員会事務局、教育支援センター等と連携し組織的な実践ができてい
る。同会議を年２回、担当者レベルの情報交換会を随時開催として４回実施し、
いじめの未然防止対策、早期対応を図った。重大事案と認定する事案が１件発生
したが、関係児童及び保護者に寄り添った丁寧な対応を行うとともに、いじめ問
題対策専門委員会を書面開催を含め６回開催し、弁護士による報告書を作成、報
告し、終結に至った。今後も町内小中学校で同様事案の再発防止に向けた対応を
より一層必要とすることから、実現度はＢとした。
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大項目　３　教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務
中項目 小項目 細項目 マトリクス表 点検・評価

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ

Ｂ ★

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

ａ　授業づくりでは、各園校の研修主任を中心に推進す
　る校内研修とともに、田方地区教員研修協議会主催の
　研修事業を実施し、若手を中心に、さらなる授業力向
上に
　努める。 
・田方地区教員研修協議会の講師派遣事業を積極的に活
　用
・外部講師を招いての授業研究（補助金の利用）

実
現
度
←

　教員の授業力向上（教材研究）及びそのための研修は、教育基本法や教育公務
員特例法に定められた教員の義務であるため、重要度はＡとした。
　校内研修や外部での研修機会を有効に活用し、授業力向上に努めた。田方地区
教員研修協議会主催の研修はキャリアステージに応じて多種多様な内容で確実に
実施されている。また、教員が限られた時間を有効に活用できるようオンデマン
ド研修も実現し、研修効果を高めることが出来ている。
　以上のことから実現度はＡとした。

ｂ  授業づくり、生徒指導、特別支援教育等の諸課題に
　対応するため①いじめ防止等生徒指導連絡協議会の
　中での担当者研修、②主幹・教務主任研修会、③研修
　主任研修会、④特別支援コーディネーター研修会、
　⑤学校支援員研修会等を開催する。

実
現
度
←

　複雑化・多様化する教育課題に対応する中心的な役割を担う教員への研修の重
要性を鑑み、重要度はＡとした。
　限られた回数の研修会であるが、機会を捉えて今日的な課題や、町内各校が共
通して抱える課題を克服するための研修を実施した。いじめの未然防止、いじめ
早期発見・対応の重要性を啓発する研修や、個別支援を充実させるための子供の
心理に関する研修など、有意義な研修が実施できたため、実現度はＡとした。

ｃ　ＧＩＧＡスクール構想を推進し、学校教育課指導主
　事とＩＣＴ支援員が中心となり、ＩＣＴ研修を実施。
　一人一台の学習者用端末を用いた「新たな学びのスタ
　イル」の実現に向け、職員研修を組織的に実施する。

実
現
度
←

　令和の日本型学校教育で示されている「個別最適な学び」と「協働的な学び」
の実現には、ＩＣＴ活用が不可欠であり、重要度はＡとした。
　ＩＣＴ支援員を活用し、教員が一人一台端末に「慣れて活用する」ための研修
や情報提供を行い、先生方の教材やＩＣＴを活用した授業の好事例を共有した。
また、デジタル教科書の整備を進め、ＩＣＴ環境の拡充を行ったとこから、実現
度はＡとした。

ｄ  教育職員の研究活動の奨励及び助長、研究意欲と資
　質の向上を促し、本教育の充実、振興及び水準の向上
　に資するため、優れた研究に対して函南町教育研究奨
　励賞を授与し賞揚する。
・函南町教育研究奨励賞への応募(各園・各校1名以上)　

実
現
度
←

　自己の教育実践を教育論文にまとめることにより、課題意識をもって子供の教
育に臨めることはもちろん、成果や課題が整理されるというメリットがあること
から、重要度はＡとした。
　令和６年度も「函南町教育研究奨励賞授与要綱」に基づき、各園・各校に教育
論文を募集したところ、計７点の応募があった。研究発表会には次年度に応募の
意欲がある教職員の参加を奨励し、研究意欲の向上に努めたことから、実現度は
Ａとした。

ｅ　教育講演会を保・幼・こども園を含む子育て支援課
　健康づくり課等の関係課にも参加依頼をし、教育課題
　について共有を図る。

実
現
度
←

　ピア・サポート分野で活躍している方を講師にお招き「不登校いじめを起こさ
ない集団づくり～ピアサポートに学ぶ～」をテーマに、保育園幼稚園こども園の
先生や支援員も交えて参集形式で実施した。函南町において喫緊の課題である不
登校・いじめへの対応、未然防止について理解を深めることは、これからの教育
現場に必要なことであるため、重要度はＡとした。
　小中学校教員142人に加え、保育園、幼稚園、こども園から約37人、その他他市
町や関係各所から約20人の参加があり、実現度はＡとした。

実
現
度
←

⑵
学
校
教
育
の
充
実

(ｲ) 教育職員の研修の充実
　教育現場の課題は多様化・複雑化してお
り専門性や資質向上が求められている。授
業力向上を含む諸課題に対応する研修や、
新学習指導要領に盛り込まれた内容につい
て授業実践研究を推進する。

(ｳ) 家庭・地域に開かれた学校づくり
　　の推進と協働による体験・交流活
　　動の充実
　小中学校全７校を「コミュニティ・ス
クール」とし、地域の理解と教育力を生か
した協働による学校づくりを図る。

ａ  家庭と学校が連携し、学習習慣の確立、学習意欲の
　向上を図る。家庭学習の習慣化のため「家庭学習ノー
　ト」を家庭の協力と理解を得ながら、小・中学校で共
　通実施する。

　全国学力・学習状況調査における質問紙調査の結果から、家庭学習の定着は、
継続的に本町児童生徒の課題となっているため重要度はＡとした。
　小学校では、学習習慣と基礎・基本の定着のために、漢字、音読、計算などを
継続して実施した。自主的な学習を進める力を身に付けるために、家庭学習ノー
トに取り組む学校もあった。
　中学校では、家庭学習ノートによる家庭学習を基本とし、自分の興味・関心に
基づいた学習や、得意を伸ばし、苦手を克服する学習に取り組んだ。
　ＧＩＧＡスクール構想で整備したＩＣＴ環境を活用した効果的な家庭学習につ
いては継続的に研究中であるため、実現度はＢとした。
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大項目　３　教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務
中項目 小項目 細項目 マトリクス表 点検・評価

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ

Ｂ ★

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

ｂ　「函南スタンダード」を定め、それぞれの園・学
　校・地域・行政が一体となって取り組む。 実

現
度
←

　「函南スタンダード」は、子供の発達段階に応じて、函南町の教育がめざす基
本的な姿であることから、重要度はＡとした。
　各園・各校の教室に掲示し、子供たちが日常的に自らを振り返ることができる
ようにしている。年度末の学校評価では、教職員・保護者の多くが子供の成長を
肯定的にとらえていることから実現度はＡとした。

実
現
度
←

ｄ 「地域交流活動」「異年齢交流活動」「読書活動」
　等の体験的な活動に保護者や地域社会と協力して取り
　組むとともに、学校では全教育活動を通して「道徳教
　育」を推進する。

実
現
度
←

　地域住民を学校教育活動に巻き込んでいくことで、開かれた学校、開かれた教
育課程の実現及び児童・生徒の生きる力を育む教育活動を推進できるため、重要
度はＡとした。
　地域住民の協力を得て、防災キャンプや地域学習、栽培活動、体験学習、読み
聞かせなどの活動が、教科・領域を問わず各校で工夫され実施されているため、
実現度はＡとした。

ｅ  保護者、子供、教員等による評価結果を分析・活用
　し、園・学校経営に生かす。
　　小・中学校全７校のミュニティ・スクール（「学校
　運営協議会制度」）が機能するよう支援すると共に、
　ＰＤＣＡサイクルを生かし「地域とともにある学校づ
　くり」を推進し、活動内容の地域発信に努める。

実
現
度
←

　地域とともにある学校づくりを実現するためには、どのような子供を育てるの
かという目標やビジョンを地域住民と共有することができる学校運営協議会が果
たすべき役割は大きいため、重要度はＡとした。
　学校が提示する学校運営の方針や育てたい子供像について、学校運営協議会が
承認することで、学校と地域社会が一体となって教育活動を推進するという意識
が生まれている。また、学校運営や教育活動の成果を検証する学校評価や学校の
抱える課題について協議し次に活かす体制が構築され、活発な活動が実行されて
いるが、随時見直しやレベルアップが必要であることから実現度はＢとした。

実
現
度
←

(ｲ)青少年健全育成
　①青少年健全育成組織の活性化を図る。
　②あいさつ運動を定期的に実施し、地域の青少年声掛
　　け運動を継続する。
　③町内パトロールを定期的に行い、青少年有害環境の
　　除去に努める。
　④地域・学校・家庭等の連携による関連事業を実施す
　　る。

実
現
度
←

　青少年が心豊かに、健全に成長できる環境を守るため、地域社会が一体となっ
て各種活動を推進することは重要度が高くＡとした。
　①②③④とも、コロナ以前の規模に戻し、開催した。青少年の健やかな成長の
支援として実施の意義は大きく、実現度はＡとした。

⑵
学
校
教
育
の
充
実

(ｳ) 家庭・地域に開かれた学校づくり
　　の推進と協働による体験・交流活
　　動の充実
　小中学校全７校を「コミュニティ・ス
クール」とし、地域の理解と教育力を生か
した協働による学校づくりを図る。

ｃ  地域の教育力を園・学校に生かすために「函南町地
　域学校協働本部」に地域学校協働活動推進員を置き、
　地域と学校を結ぶパイプ役として学校ボランティアの
　発掘や紹介、職場体験の活動場所の発掘等を進める。
　地域住民による「登下校見守り隊ボランティア」を組
　織し、児童の登下校時の安全に努める。
　・函南町地域学校協働本部の地域学校協働活動推進員
　　（コーディネーター）活用　
　・キャリア教育、校内教育活動への積極的な地域人
　　材、ボランティアの活用

　地域と学校との持続可能な協働体制を築くためには、地域学校協働活動が不可
欠であり、また、推進員が重要な役割を担うため、重要度はＡとした。
　登下校見守り隊など、地域ボランティアの力を活用し、児童生徒の安全を維持
している。また、放課後活動やクラブ活動なども地域の方を講師に招いた活動な
ども継続しており、地域とともにある学校の趣旨に沿った活動ができている。学
校運営協議会の会合に地域学校協働活動推進員が参加し、地域と学校をつなぎな
がらコミュニティ・スクール運営のコーディネーターとしての役割を果たしてい
るため、実現度はＡとした。

⑶
社
会
教
育
の
充
実

基本施策
　第六次函南町総合計画の「生涯にわたる
学びを支える教育・文化づくり」を推進す
るため、生涯が学習機会であるという意識
づくりを進めるとともに、文化活動やス
ポーツに親しみ、心豊かな人間関係の構築
に努める。

（ｱ）生涯学習
　①青少年学習事業、成人学習事業等を実施し、年代に
　　合わせた学習機会の提供に努める。
　②男女共同参画社会づくりのための男女共同参画計画
　　を推進する。
　③生涯学習のきっかけづくりとして住民参画型の「か
　　んなみ生涯学習塾」を運営する。
　④日頃の文化芸術活動や学習の中から育んだ成果を発
　　表する文化祭や発表会を開催する。

　生涯を通じた学習は、自己の充実や生活の向上、また人材の育成や豊かな社会
の創設に必要不可欠であるため、重要度はＡとした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①のうち青少年学習事業については、小学生を対象とした「わいわい塾」（体験
教室・運動教室・自然体験教室）、小中学生を対象とした「ジュニアコーラス函
南」を開催した。成人学習事業については、全７回の「チャレンジ大学」学習会
を開催した。②については、令和４年度に改定した「第２次男女共同参画計画改
訂版」に基づき、親子体験教室の開催や男女共同参画週間での啓発活動を行っ
た。③については「かんなみ学びの杜講座」として15教室を開講し、235人の受講
生が学習した。④については、第56回函南町文化祭を開催し、総入場者数は1,548
人であった。芸能祭などの大ホール催事を中止し、多目的ホールで文化協会の創
意工夫により、様々な世代が参画して開催することができた。これら成果を踏ま
え、実現度はＡとした。
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大項目　３　教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務
中項目 小項目 細項目 マトリクス表 点検・評価

Ａ

Ｂ ★

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

Ａ ★

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

→重要度

→重要度

→重要度

→重要度

実
現
度
←

実
現
度
←

実
現
度
←

実
現
度
←

⑶
社
会
教
育
の
充
実

基本施策
　第六次函南町総合計画の「生涯にわたる
学びを支える教育・文化づくり」を推進す
るため、生涯が学習機会であるという意識
づくりを進めるとともに、文化活動やス
ポーツに親しみ、心豊かな人間関係の構築
に努める。

(ｳ)社会体育
　①町民の健康づくりにつながるスポーツや運動の奨励
　　と各種競技大会を開催する。
　②社会体育施設、学校体育施設の充実を図る。
　③スポーツ団体との連携を図りながら指導者・団体を
　　育成する。
　④生涯にわたり、スポーツを楽しめる環境をつくる。
　⑤「スポーツのまち函南宣言」に基づき、健康で元気
　　なまちづくりを目指す。 

　生涯にわたって日常的にスポーツに親しみながら健康づくりに取り組むことが
できる環境を提供することは、地域の活性化、健康寿命の延伸につながり、明る
く豊かで活力に満ちた社会を形成するうえでも重要であるため、重要度はＡとし
た。
　コロナ前と同等の活動ができるようになった結果、スポーツ人口が戻り、施設
利用数も概ね回復している。コロナ禍で一時的に減ったスポーツ人口の回復と裾
野の拡大を目的に、体力や年齢、性別に関係なく、手軽に簡単に楽しめるパラス
ポーツやニュースポーツの推進を図り、町民の健康増進とスポーツ振興に資する
ことができた。
　引き続き町民の健康増進、運動欲求に応える必要性があることから、実現度は
Ｂとした。

(ｴ)コミュニティ関係
　①地区コミュニティ活動及び地区コミュニティ施設の
　　整備を補助する。
　②地域・学校・家庭の連携によるネットワークを構築
　　する。
　③各地区で活性化してきたシャギリ等の郷土の文化を
　　支援する。

　社会の基盤ともなる地域コミュニティの活性化を図ることは、人との結びつき
や関わり、心豊かな生活や人材育成を行ううえでも必要不可欠であることや、コ
ミュニティ施設の長寿命化を図る観点から、重要度はＡとした。
　①の施設整備については７地区8事業の申し出を受け補助金を交付した。コミュ
ニティ活動では、運動会、スポーツ大会等の他、納涼祭やどんど焼きなど行事の
申請が増加し、11区で17件の申請があり、合計で370,000円の補助金を交付した。
②については、幼稚園PTAと共催で家庭教育支援講演会を実施した他、二葉こども
園の保護者を対象に家庭教育支援員による家庭教育講座を開催した。
③については、令和６年度は３地区から補助申請があり、合計で90,000円の補助
金を交付した。これらの補助金が十分に活用され、地域の活性化が図られている
ことから実現度はＡとした。

(ｵ)文化財保護
　①かんなみ仏の里美術館の活用に努める。
　　小学生、中学生の学習の場とするとともに、ふるさ
　　との宝として後世に伝えていく。
　②文化財の保護・管理・活用に努める。
　　日本遺産（東海道箱根八里）、世界ジオパーク（伊
　　豆半島世界ジオパーク）の認定を受け、「見て・歩
　　いて・学ぶ」場所として機能の充実を図る。

　長い歴史の中で生まれ、今日まで守り伝えられた貴重な財産である文化財は、
地域の文化や歴史を構成するうえで不可欠である。文化財を保護、また活用しな
がら、後世に伝えていくことは大変重要であり、重要度はＡとした。
　①かんなみ仏の里美術館では、地域の人による利用を増やし、親しまれる美術
館を目標に、図書館との共催事業「出張図書館in仏の里」を４回開催した。②日
本遺産である箱根旧街道の災害復旧事業では、災害復旧工事を実施した。国道１
号への土砂流出防止対策として設置したボトルユニットを安全に通行できる階段
等の構造物を令和７年度中に設置し、供用開始を目指す。伊豆半島ジオパークで
ある丹那断層、柏谷横穴群は草刈り・小規模修繕を行い、良好な景観の維持管理
に努めた。令和６年度実施事業について実現度はＡとした。

(ｶ) 図書館活動
　①図書館資料の充実を図り、児童書の収集に重点的に
　　取り組む。
　②園児・児童生徒を対象とした町立図書館利用推進事
　　業を実施する。
　③読み聞かせやブックスタートを実施し、本に親しむ
　　環境の充実を図る。
　④地域資料の収集・保存に努め、函南町に関する資料
　　の充実を図る。
　⑤他機関と連携し、地域に必要な情報発信に努める。
　⑥「読書のまち・かんなみ宣言」に基づき策定した、
　　「第四次函南町子どもの読書活動推進計画」を推進
　　する。

　町の掲げる「読書のまち・かんなみ宣言」に基づく活動として重要度はＡとし
た。
　役場等の関係機関とも連携し、図書館からの情報発信に努めた。園、小・中学
校等へ、図書館から本を選書し貸し出す「テーマ貸出」事業を継続し、子育て交
流センターへの貸出も新たに開始した。
　新規イベントとして、科学関連のイベントや、ボランティアによる英語のおは
なし会を実施し、本に親しむ環境の充実を図ることができた。
　また、子育て事業及び図書館の充実のための寄付金を活用し、大型絵本・大型
紙芝居・パネルシアターの舞台や展示用書架等を購入し、図書館の環境整備を進
めることができた。
　以上のことから実現度はＡとした。
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